
 

実際に保育室に入って、子どもたちと関わっていただきました。 

高校生の笑顔と一生懸命な姿に、子どもたちだけでなく保育者も初心の 

気持ちを思い出し、自分の保育観や立ち居振る舞いを見直す機会になり、 

とても良い刺激を受けた2日間でした。 

職場体験を通して、参加した高校生からの素敵な感想をいただけたので 

ご紹介いたします。 

 

・１歳児、２歳児でも会話で意思疎通ができたことに驚いた。 

月齢に寄って、話す量や会話の内容が違うことに気がついた。 

乳幼児期はまだ歩く練習をしている時期だと思っていたけれど、想像して 

いたよりも歩けていた。 

目を見るようにしていたら子どもたちの方から、積極的に関わりに来てくれ

たので、やり取りができたことが嬉しかった。 

 

・食事の介助では、一人ひとり好き嫌いが違って難しいと感じた。 

雰囲気で気持ちを伝えてくれるので、子どもの気持ちを読み取ったり自分で

何を伝えたいのか考えて関わることが多かった。 

 

・全体の様子を見ながらも、子ども一人ひとりを見るのは、とても大変な 

お仕事だなと思った。 

話しかけてくれて嬉しかった。子どもたちと一緒に過ごす時間がとても 

楽しかった。 

 

→子どもたちの活動場面だけでなく、子どもたちが午睡時間の保育者のお仕事

の体験や、身体測定などのお仕事もお手伝いしていただきました。 

保育のお仕事は子どもと関わる楽しい時間だけでなく、準備の時間もとても 

大切です。しかし、その準備が子どもたちの安全安心な生活環境を作り活動を

円滑に進めるために、重要な保育者の仕事であることを知っていただけたと 

思います。 

「１、２歳児でもこんなにできるんだ」という感想を多くいただきました。

子どもたちも個性があり好き嫌いも幼いころから出てきています。 

子どもたちの活動の幅を広げて、たくさんのできたを見つけて見守っていく 

保育のお仕事に興味を持ってもらえたら、とても嬉しく思います。 

 


